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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

(1) ベンタゾンナトリウム塩液剤（以下ベンタゾン剤）は、大豆生育期間中に発生する広葉雑草に対
する除草効果が高い（図１）。

(2)
ベンタゾン剤は、大豆2葉期～開花前までに10a当たり薬剤100～150mlを水100㍑に希釈して散
布する。

(3) ベンタゾン剤の施用により一時的に褐点等の薬害症状が見られるが、回復は早く、生育・収量
には影響が見られない（図２、３、表１）。

   

２ 期待される効果

(1) 大豆生育期における広葉雑草の防除が可能となり、大豆栽培の効率化が図られる。

(2) 大豆の生育期に広葉雑草の防除が可能となることで、大豆の収量・品質向上が図られる。

   

３ 適用範囲

県内の大豆生産地のうち広葉雑草が多発するほ場

４ 普及上の留意点

(1) 大豆に登録のあるベンタゾン剤は、平成17年4月6日付けで新規登録された「大豆バサグラン液
剤（ナトリウム塩）」のみである。

(2) 薬害症状及び薬害の回復は品種により異なり、減収となる場合もあるので、表１の薬害が中程
度以上見られる品種では使用を避けること。また、表１以外の品種では、事前に使用品種にお
ける薬害程度を十分確認してから使用すること。

(3) イネ科雑草に対する効果はないので、イネ科雑草に効果のある土壌処理剤との体系で使用す
る。
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